
 
当社は、「東光高岳グループ

１日付で、以下の組織
 

1. DX
当社グループは「東光高岳グループ

ゼン方式を
IT 活用による生産性向上と原価低減に社員全員が一丸となって取り組んでおります。

このたび、これらカイゼンとデジタル化の活動を統合、技術を融合することで生産性向上、原価低減を一
層加速・推進し、圧倒的な競争⼒を獲得するために、情報システム部と品質・生産統括部の生産技術の
推進機能を統合し

統合に伴い、
ン推進本部」を設置いたしま
 
＜DX

・既存の業務を極限まで合理化
・全社カイゼン活動とＴＰＭ
（※２）
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2. 品質統括部

より一層の「品質」の向上に向けて、
たします
化・確保に取り組んでまいります。
 
＜品質統括

・自工程保証
・デザインレビューの強化による製品品質の向上と継続的な定着活動
・不具合の再発防⽌強化
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加で生産効率を最高にすることを目標とした管理技術のことです。
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【別紙１】新組織図

品質・⽣産統括部

【現在】

品質統括部

【新体制】

カイゼン推進部

情報システム部 デジタル化推進部

DXカイゼン推進本部

＜組織構成＞

●DXカイゼン推進本部を新設
●品質・⽣産統括部の⽣産技術部⾨と情報システム部をDXカイゼン推進本部内に統合
●品質・⽣産統括部の品質統括部⾨と各事業本部の品質管理部⾨を品質統括部に統合

各事業本部
品質管理機能



【別紙２】人事異動 
 
１．執行役員 
２０１９年２月１日付 

氏  名  新事務委嘱 現事務委嘱  
磯  守  
 
 
近藤  哲司  
 

ＤＸカイゼン推進本部長兼同デジ
タル化推進部長  
 
品質統括部長  

情報システム部長  
 
 
品質・生産統括部長  
 

 
２．人事異動 
２０１９年２月１日付 

氏  名  新役職 現役職  
山口  昌紀  
 
 
 

ＤＸカイゼン推進本部カイゼン推
進部長  

電力プラント事業本部  
大型変圧器製造部  大型変圧器  
設計グループマネージャー 
 

 
以 上 
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